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先日、ホッチキスで書類を、止めよう

としていたときのことです。厚さがビミ

ョーなんです。普通の小型のホッチ

キスだと、ちょっとぎりぎり。かといっ

て、中型サイズだと、針が余る感じ。 

 

で、小型のホッチキスで止めようとし

たのですが、厚さがあるものですか

ら、何回かに１回は、針が、ぐにゃっ

という感じで曲がってしまうんです。 

どうしようかなと思ったとき、ふっと、

「地球の中心におろすつもりで、や

ってみよう」と、思いついたんです。 

 

紙を止めるのではなく、地球の中心

に向かって、ホッチキスの針をおろ

す…。そんなイメージで、ホッチキス

を使ってみることにしたんです。 

で、どうなったか。百発百中で、うまく

止まるようになりました！ 本当に、

百発百中です♪ 

 

そういえば、私は、固いびん詰めの

ふたを開ける名人なのですが（そん

なことで、名人と呼ぶのかというツッ

コミは却下！）、これと同じイメージを

使っていることを思い出したのです。 

 

そのときも、ふたをこじ開ける方向に

は、ちからは使わないんです。もとも

と、そんなに握力もないですから。そ

うではなく、地球の中心に向かって

重さをおろすイメージで、ふたをぐ

ーっと押して、その状態で、ふたをま

わすんです。すると、固いふたもか

なりの確率で開けることができます。 

 

そのことを、私は、「地球に助けても

らう」と、表現してきました。握力もな

い人間が、固まったふたを無理に開

けようとすると、下手すれば、筋肉を

いためかねません。そうではなく、地

球の中心におりていく途中に、びん

のふたがあると考えるのです。 

 

地球の中心には、重力で下りていく

わけですから、がんばる必要がない

んです。しかも、地球の中心までは、

距離があるぶん（笑）、エネルギーも

おおきいです。そのエネルギーをふ

たのところにきたら、じわーっと、ゆ

っくり、横の方向に使うだけ。 

 

そんなことを考えていたら、マッサー

ジをするときのことも思い出しました。

私は、「一家に一台かめおかゆみこ」

と言われるくらい、マッサージが得意

ですが（すみません。変な自慢ばか

りで）、このときも、地球の助けを借り

ているのです。 

 

手のちからで、マッサージしないん

です。手は軽く当てるだけ。そのまま、

ぐーっと、地球の中心に重さをおろ

していくんです。てのひらと、地球の

中心のあいだに、肩なり背中なりが

あるというイメージです。 

 

指先を使うときもやはり、同じです。

指先で押すのではなく、指先から重

さをおろしていくのです。すると、や

っているがわはいくらやっても疲れ

ないし、やってもらうがわも、無理が

かからないぶん、とても気持ちいい

のです。 

 

これらのことを、科学的？に説明す

る能力は、私にはありませんが、経

験的に、とても有効であることはわか

っています。ポイントは、ひとりだけ

で、がんばらないこと。地球に助けて

もらうこと。地球のおおきなちからとと

もにあると、本当に、自然な流れが

起きるんです。 

 

「地球とつながる…」。抽象的な意味

ではなく、ほんとに、即物的に（笑）、

地球とひとつになる瞬間です♪ 
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